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< 円上のビリヤード >

　図 1のように出発角度 θで点Aから出発し

た点が点Bで完全弾性反射したとする。

円の中心をOとすると

∠BAO = ∠ABO = 90◦ − θ

より ∠AOB = 180◦ − 2(90◦ − θ) = 2θ

となる。

　このことから,出発角度 θの円上でのビリヤードの軌跡は,反射した点 A,B,· · · だけを
考えると,中心角が 2θの回転運動と同等である。このことを理解してもらうためにもう 1

つのシミュレーション< 円上のビリヤード 2 > を用意したので,試してみてほしい。

　図 2は出発角度が 35◦で 2回

反射させた場合であり,図 3は

同じ出発角度 35◦で,36回反射

させた場合である。両方とも中

心角 70◦の回転である。

0◦から出発し,円周上を 70◦ず

つ回転する。

6回回転すると 420◦になる。こ

れを 60◦と考え,以下のように

36回回転すると元に戻る。

このとき 10◦ から 360◦ まで 10◦ おきに全ての角度が現れ

る。10◦で割った図 5を見ると,1から 36まで全ての数が現

れている。これは「7と 36が互いに素」であることによ

る。他の角度でもシミュレーションで確かめてもらいたい。

例えば出発角度 θ = 30.5◦とすると,回転角度は 2θ = 61◦

となる。


